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　年度、早稲田大学図書館では以下のような内容の展覧会を主催した。
　当図書館所蔵資料を中心とするこれらの展示は、学内・外にいささかの
反響をよび、学生・教職員や一般の間に期待をもって迎えられるように
なっている。図書館ではこれらの展覧会を単にその期間のみで終わりとす
るのでなく、展示資料のうち主要なものの画像をホームページ上に逐次搭
載し、「展覧会」としてひろく公開している。ここ数年さまざまな
テーマによる展覧会を重ねるに従い掲載画像も増え、好評を得ていると同
時に、国内のみならず海外からも、掲載資料に関する取材・問い合わせが
増えている。
　ここでは、当紀要前号（号）の展覧会報告に収録できなかった年
１月以降の展覧会について簡単に報告したい。
江戸・明治幻景　―館蔵古写真とその周辺―
（年１月日～２月日、総合学術情報センター展示室）
　江戸時代末期、オランダ人によって長崎に伝えられた写真術は、幕末・
明治の日本において異様なまでの発展をみた。坂本龍馬はじめ明治維新の
傑物たちの肖像や、横浜や江戸、京都など日本各地の風景、民衆の生活な
どをカメラにおさめたのは、フェリックス・ベアトや下岡蓮杖、上野彦馬
といった草創期の写真師たちである。イタリア生まれのアドルフォ・
ファーサリは明治のはじめ横浜で写真館をひらき、日本各地の風景や日本
の伝統的習俗などを撮影した写真を一枚一枚ていねいに手彩色した上、蒔
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絵表紙のアルバムにして日本土産として売った。これがいわゆる「横浜写
真」といわれるもので、現在ではヨーロッパ諸国に多くのこり、明治初年
の日本の姿をいまに伝えている。館蔵資料のなかに、この『ファーサリ写
真帖』４冊があり、これを中心として、館蔵の古写真およびそれをめぐる
資料を展示した。この展覧会は、朝日新聞が社会面で報道（年２月５日
朝刊）するなど反響をよび、評判も上々だった。
　また、古写真だけでなく、幕末から明治にかけて出された初期の写真術
に関する書物もあわせて展示した。写真術に最初にとりくんだのは蘭学者
たちであり、蘭学資料の豊富な当図書館には写真術の受容に関する資料も
比較的多くのこっているからである。
　この展覧会は後に磐田市立図書館、早稲田大学所沢図書館でも開催し好
評を博した。
館蔵資料でたどる書物の歴史
（年３月日～４月日、総合学術情報センター展示室）
　図書館における展覧会というものを考えた場合、「書物の歴史」はもっと
もオーソドックスなテーマだといえる。しかし実際にこのテーマで展示を
構成することは難しい。というのも、書物の歴史は人類の文化の歴史と同
義語であり、それについて書かれたものも汗牛充棟といってよく、たいへ
ん奥の深い世界とわかっているからである。
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　ここでは、おもに書物の形態の時代による変遷を縦糸とし、早稲田大学
図書館が所蔵するそれぞれの時代の標本資料を展示した。メソポタミアの
楔形文字の刻まれたクレイ・タブレット、エジプトの『死者の書』の記さ
れたパピルスの断片、百万塔陀羅尼、グーテンベルクの四十二行聖書の断
片といったよく知られている歴史的標本資料とともに、巻物（巻子本）、折
本、冊子本、和装・唐装と洋装本、写本と版本、活字版と整版本、彩色挿
絵本と色刷挿絵本などをならべた。
　しかしテーマそのものにあまりインパクトがなく、多くの観覧者を呼ぶ
には至らなかった。
日本を歩く　～いにしえの旅人たち～
（年４月日～５月日、総合学術情報センター展示室）
　オール早稲田文化週間参加企画で、「旅」をテーマとした。早稲田大学図
書館には、名高い伊能忠敬の実測地図『大日本天文測量分間絵図』（中図）
２本が所蔵されている。寛政（）年、伊豆から蝦夷地へかけての本州
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東岸の測量によるもので、ひろげると幅２メートルを越す大きなものであ
る。これを中心とし、きわめて珍しい寛文６年（）の江戸図から幕末の
切絵図にいたる江戸図のいくつか、現在の早稲田・戸山のあたりである尾
張藩の庭園を描いた絵巻物、『竹斎』から『道中膝栗毛』にいたる紀行文
学のさまざま、といった資料を出陳した。
　「時空を超えたバーチャルトラベル」というテーマは観覧者の興味を引
いたようである。おりから伊能忠敬の業績が見直され、一種のブームのよ
うになっていることもあり、伊能実測図の展示は見る者に感銘を与えたよ
うだ。
異形のものたち　―妖怪とお化けの世界―
（年月日～月６日、総合学術情報センター展示室）
　ホームカミングデー図書館協賛企画。江戸時代の資料を中心に、絵巻物
や本の挿絵、錦絵などに描かれたさまざまな妖怪や化け物をとりあげ展示
した。人を化かすキツネやタヌキ、河童や龍、大蛇など想像上の動物から、
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幽霊、もののけ、擬人化された動物や器物の絵にいたるまで、図書館が所
蔵する古いヴィジュアル資料を、担当者が博捜して構成した展示である。
なかでも『大石兵六物語』という江戸期の絵巻物は、薩摩の大石兵六とい
う者が狐にたぶらかされ、さまざまな奇想天外な化け物にであう話で、今
日のマンガのようなタッチで描かれた「ぬらりひょん」とか「とつくはう」
といった妖怪たちの絵がきわめてユーモラスであり観覧者をよろこばせた。
　むろん妖怪は民俗学などの重要なテーマの一つであり、本来は時系列、
もしくは各地方別に特有の妖怪と妖怪伝承をとりあげ、解説するといった
ような展示構成をとるべきであろうが、図書館所蔵資料のみで構成してい
るため、展示資料個々のつながりという点ではまとまりを欠いたと思われ
る。
　しかし、学生を中心とする観覧者にはきわめて好評をもって迎えられ、
絶賛と感謝の言葉が相次いだ。展覧会終了後、その一部を文学部戸山図書
館において再度展示した。
早稲田大学芸術功労者表彰記念　澤地久枝・三浦哲郎展
（年月日～日、総合学術情報センター展示室）
　年３月、「早稲田大学芸術功労者」として表彰された澤地久枝氏、三
浦哲郎氏の記念展覧会を行った。早稲田大学の主催として企画実施された
が、実動部隊は図書館展示部会である。『妻たちの二・二六事件』から、
ミッドウエー海戦を主題とする壮大な力作『滄海（うみ）よ眠れ』にいたる
ノンフィクション・ライターとしての澤地氏の軌跡、芥川賞受賞作『忍ぶ
川』から『白夜を旅する人々』『おろおろ草紙』など珠玉の純文学を世に
送り出しつづけている三浦氏の軌跡を、狭い総合学術情報センター展示室
内で同時に表現することにはかなりの無理があったが、澤地氏、三浦氏と
もにご本人の全面的なあたたかいご協力を得ることができ、ご所蔵の貴重
な品々をお借りして、なんとか記念展示らしい構成にまとめることができ
た。会期中、澤地氏、三浦氏ご本人をはじめ、同じ芸術功労者である岡村
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喬生氏はじめ多くの方々が早稲田を訪れた。
　この「早稲田大学芸術功労者」の第一回表彰は年、故井伏鱒二氏で
あり、そのとき演劇博物館において図書館がおこなった記念展示に、表彰
式には欠席された井伏氏ご本人がとつぜん姿を見せられたということが
あった。三浦哲郎氏はよく知られるように井伏氏の高弟であり、芸術功労
者の表彰に、師の代理で壇上にのぼった人である。また第二回の功労者は、
俳優の森繁久弥氏であったが、澤地久枝氏は公私ともに森繁氏と親しくさ
れているということである。そうしたさまざまな「縁」が交錯した今回の
表彰であり、展示会であった。
Biblioteca ／本の景色　潮田登久子写真展
（年月、中央図書館４階図書館ラウンジ）
　ここ数年「本」をテーマとして写真を撮りつづけている写真家の潮田登
久子氏が、作品のいくつかを図書館のなかで展示したいという意向を伝え
てこられ、この展覧会をひらくことになった。早稲田大学図書館特別資料
室や高田早苗記念図書館、国立国会図書館資料保存課、あるいは街の古書
店などで撮影された氏の写真作品は、「本とは何か」を見るものに問いかけ
ているようである。中央図書館と国際会議場との中間に位置する４階の図
書館ラウンジではときおり写真展や絵画展などを開催しているが、観覧者
の導線をのぞけばよい雰囲気の展示会場であるといえる。静かな展覧会と
なったが、観覧者の感想は好意的であった。
　年度もまた引続き、早稲田大学図書館が所蔵する資料と利用者の出
会いの場をつくってゆきたいと考えている。
（文責・松下眞也）
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